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　まちの話題　　まちの話題　

広報なかたね 2026.3 月号　2

　

種
子
島
こ
り
ー
な
は
、
平

成
７
年
３
月
の
開
館
か
ら
30

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
節
目
を
祝
う
特
別

企
画
と
し
て
、
１
月
17
日

に
「TANEGASHIMA 

SPECIAL 
LIVE 

2026 
in 

こ
り
ー
な
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

記
念
公
演
に
は
、
豪
華
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
出
演
し
、「
Ｄ
Ｊ

や
つ
い
い
ち
ろ
う
」「
Ｐ
Ｕ
Ｆ

Ｆ
Ｙ
」「
氣
志
團
」
の
３
組
に

よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
が

披
露
さ
れ
、
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
観

客
で
満
員
と
な
っ
た
場
内
で

は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
歓
声
が

響
き
渡
り
、
一
体
感
あ
ふ
れ

る
ひ
と
と
き
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

閉
幕
後
も
、
観
客
は
余
韻

に
浸
っ
た
様
子
で
、
感
動
い
っ

ぱ
い
の
表
情
が
印
象
的
で
し

た
。

　

種
子
島
こ
り
ー
な
は
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
文
化
交
流

の
拠
点
と
し
て
、
皆
さ
ま
に

愛
さ
れ
続
け
る
場
所
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
今
後
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
ぜ
ひ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

種子島こりーな 30 周年記念公演
ＤＪやついいちろう、ＰＵＦＦＹ、氣志團が種子島へ集結

 ＰＵＦＦＹ ＰＵＦＦＹ

 ＤＪやついいちろう ＤＪやついいちろう 氣志團 氣志團



3　広報なかたね 2026.3 月号

　まちの話題　　まちの話題　

故郷の思いを襷につなぎ
県地区対抗女子駅伝競走大会

　

１
月
25
日
に
、
第
39
回
鹿
児

島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走

大
会
が
、
霧
島
市
で
開
催
さ
れ
、

県
内
12
地
区
の
代
表
選
手
が
６

区
間
21
・
０
９
７
５
㌔
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

　

中
種
子
町
か
ら
は
、
４
区
に

進
藤
眞
朱
弥
選
手
（
畠
田
）、
５

区
に
赤
坂
心
菜
選
手
（
西
之
山
）、

６
区
に
住
吉
蘭
選
手
（
向
町
）
が

出
走
し
、
赤
坂
選
手
は
、
区
間

３
位
の
力
走
を
み
せ
ま
し
た
。

　

熊
毛
は
、
総
合
８
位
で
Ｃ
ク

ラ
ス
優
勝
と
躍
進
賞
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
に
、
野
間
小
学
校

で
中
種
子
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
餅
つ
き
体
験
が
あ
り
、
３

年
生
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
餅
の
歴
史
や

ゴ
ー
サ
シ
の
由
来
な
ど
を
学
習

し
た
後
、
臼
と
杵
を
使
い
、
紅

白
の
餅
を
「
よ
い
し
ょ
」
と
力

一
杯
つ
き
、
元
気
な
声
が
響
き

ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
餅
を
竹
や
木
の

枝
に
刺
し
て
、
立
派
な
ゴ
ー
サ

シ
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
ゴ
ー

サ
シ
は
町
と
郵
便
局
へ
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

野間小学校で餅つきとゴーサシ体験
伝統文化に親しむ３年生

野間幼稚園創立 50 周年記念感謝祭
　

１
月
24
日
に
野
間
幼
稚
園
で
、

創
立
50
周
年
記
念
感
謝
祭
が
開

催
さ
れ
、
在
園
児
や
卒
園
児
が

集
ま
り
、
50
年
の
節
目
を
祝
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
卒
園
児
に
よ
る
演

奏
で
感
謝
祭
が
ス
タ
ー
ト
。
飲

食
販
売
や
写
真
展
覧
会
、
年
長

児
に
よ
る
太
鼓
発
表
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
余
興
が
催
さ
れ
、
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
ネ
ガ
シ
マ
ン
シ
ョ
ー

が
始
ま
る
と
園
児
た
ち
は
、
夢

中
に
な
っ
て
声
援
を
送
り
、
笑

顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
祭
の
最
後
は
、
大
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
大
成
功
の
内
に

51
周
年
に
向
け
歩
み
出
し
ま
し

た
。
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

援護事業功労者の厚生労働大臣表彰
向井テルヱさんが受賞

　

１
月
14
日
に
鹿
児
島
県
行
政

庁
舎
で
、
援
護
事
業
功
労
者
の

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
伝
達
式

が
あ
り
向
井
テ
ル
ヱ
さ
ん
（
原

之
里
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

向
井
さ
ん
は
、
平
成
20
年
か

ら
現
在
ま
で
約
17
年
に
わ
た
り
、

中
種
子
町
遺
族
会
の
女
性
部
長

と
し
て
、
鹿
児
島
県
戦
没
者
追

悼
式
、
中
種
子
町
戦
没
者
追
悼

式
な
ど
へ
の
参
列
や
忠
霊
塔
の

清
掃
活
動
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
父
親
が
戦
死
し
た
ビ
ス

マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
足
を

運
ぶ
な
ど
多
く
の
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

プロ野球選手が自主トレを実施
周東佑京選手・山本恵大選手

　

１
月
５
日
か
ら
１
月
22
日
ま
で

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
所
属
の

周
東
佑
京
選
手
・
山
本
恵
大
選
手

ら
が
本
町
で
自
主
ト
レ
を
行
い
ま

し
た
。

　

周
東
選
手
は
「
野
球
に
集
中
で

き
る
環
境
で
充
実
し
た
自
主
ト
レ

が
で
き
た
」
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。

　

練
習
会
場
に
は
、
プ
ロ
野
球
選

手
を
一
目
見
よ
う
と
、
連
日
島
内

外
か
ら
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
練
習
を

見
学
し
て
い
ま
し
た
。
３
月
に
行

わ
れ
る
Ｗ
Ｂ
Ｃ
や
来
シ
ー
ズ
ン
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
31
日
に
、
ふ
れ
あ
い
の

里
黒
糖
づ
く
り
伝
承
館
に
お
い

て
「
黒
糖
作
り
体
験
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
を
圧
縮
し
た
り
、

絞
り
汁
を
煮
詰
め
る
作
業
な
ど

を
行
い
、
疲
れ
な
が
ら
も
美
味

し
い
黒
糖
が
完
成
す
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
家
族

み
ん
な
で
食
べ
る
こ
と
が
楽
し

み
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
を
通

し
て
食
べ
物
を
作
る
大
変
さ
や

食
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

チャレンジキッズ
黒糖作り体験

　

12
月
22
日
に
、
中
種
子
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
女
性
会
員
が
、

町
内
の
小
中
学
校
と
中
種
子
特
別

支
援
学
校
に
、
手
縫
い
の
ぞ
う
き

ん
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ぞ
う
き
ん
は
、「
掃
除
の

時
間
な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
１
枚

１
枚
丁
寧
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

集
ま
っ
た
ぞ
う
き
ん
は
各
校
に

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
け
取
っ
た
生
徒
か
ら
は
、

感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
地
域

の
思
い
や
り
を
感
じ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

１枚１枚に思いを込めて
中種子町老人クラブ連合会

贈答品を受け取る周東選手（左）と山本選手（右）贈答品を受け取る周東選手（左）と山本選手（右）



5　広報なかたね 2026.3 月号

　まちの話題　　まちの話題　

納官小学校でＳＯＳの出し方教室
自分を大切にしよう～ストレスの対処～

　

１
月
21
日
に
、納
官
小
学
校
５
・

６
年
生
の
児
童
が
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
森
藤
悦
子
さ
ん
と

一
緒
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

自
分
の
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
は
「
３
人

の
大
人
に
話
す
」
こ
と
が
大
切
と

い
う
こ
と
や
、
友
達
の
心
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
に
気
付
く
ポ
イ
ン
ト
や
言
葉
か

け
な
ど
に
つ
い
て
も
話
が
あ
り
ま

し
た
。「
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込

ま
な
い
で
、
苦
し
い
時
に
は
、
助

け
を
求
め
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

森
藤
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
児

童
た
ち
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

て
い
ま
し
た
。

　

１
月
23
日
に
、
南
界
小
学
校

で
校
内
な
わ
と
び
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、
南
界
小
学
校

の
伝
統
で
あ
る
「
10
分
間
持
久

跳
び
」
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち

は
全
力
で
取
り
組
み
、
１
５
０

０
回
を
超
え
る
記
録
を
達
成
し

た
児
童
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
挑
戦
す
る
姿
に
応

援
し
て
い
た
先
生
や
保
護
者
も

感
動
を
覚
え
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

10 分間、自分自身との戦い！
南界小学校「校内なわとび大会」

軽消防自動車が寄贈
一般社団法人日本損害保険協会

　

２
月
５
日
に
、
一
般
社
団
法

人
日
本
損
害
保
険
協
会
よ
り
、

地
域
の
防
火
・
防
災
力
の
強
化

を
目
的
と
し
て
、
軽
消
防
自
動

車
を
本
町
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
車
に
は
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
な
ど
の
消
防
資
機
材
が
搭

載
さ
れ
て
お
り
、
悪
路
で
の
走

行
や
狭
い
道
路
で
の
迅
速
な
初

期
消
火
が
期
待
で
き
、
防
火
・

防
災
体
制
の
大
幅
な
充
実
が
図

ら
れ
ま
す
。

　

南
界
分
団
に
配
備
さ
れ
、
消

火
活
動
や
防
災
活
動
な
ど
幅
広

く
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

経
済
産
業
省
が
実
施
す
る
難

関
国
家
試
験
「
応
用
情
報
技
術

者
試
験
」
に
鹿
児
島
情
報
高
校

２
年
の
中
野
優
太
さ
ん
（
畠
田
）

が
見
事
合
格
し
ま
し
た
。

　

こ
の
試
験
は
、
全
国
の
合
格

率
が
24
・
５
％
（
社
会
人
含
む
）

で
あ
り
、
今
回
の
試
験
で
は
、

鹿
児
島
県
内
の
高
校
生
合
格
者

は
、
中
野
さ
ん
た
だ
１
人
と
い

う
快
挙
で
し
た
。

　

鹿
児
島
情
報
高
校
内
で
も
４

年
ぶ
り
の
合
格
者
で
あ
り
、
高

度
な
Ｉ
Ｔ
知
識
と
努
力
が
実
を

結
ん
だ
素
晴
ら
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

難関国家試験に合格
中野優太さんが快挙
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　スポーツ大会の結果　　スポーツ大会の結果　 まちの話題　まちの話題　

性別 頭数 月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 70 634,429 610,226 24,203 238,788

去　勢 93 764,398 721,379 43,019 230,079

計 163 708,583 677,484 31,099 237,153

市場

全体

めす牛 183 638,694 615,963 22,731 218,548

去　勢 234 758,171 719,951 38,220 210,642

計 417 705,739 672,615 33,124 216,523

※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
１
月

19
日
に
種
子
島
家
畜
市
場
で
あ

り
、
平
均
落
札
額
は
70
万
５
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

平均落札額 70 万５千円　種子島家畜市場　子牛せり市

　

今
回
は
、
私
の
活
動
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
も
あ
る
空
き
家
対
策
の
面

か
ら
少
し
文
章
を
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
１
月
下
旬
、
約
１
週

間
に
わ
た
る
期
間
で
「
住
宅
改

修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
運
営
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
改
修
作
業
に
携

わ
り
ま
し
た
。
今
年
度
何
回
か
関

わ
っ
た
取
組
み
に
な
り
ま
す
が
、

今
回
も
鹿
児
島
本
土
か
ら
来
島
さ

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
工
チ
ー
ム

の
２
名
を
迎
え
、
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
私
は
、
参
加
者

を
迎
え
入
れ
る
た
め
の
下
準
備
か

ら
関
わ
り
、
週
末
に
は
約
30
人
が

参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
の
実

家
も
空
い
て
い
る
の
で
、
改
修
に

挑
戦
し
て
み
た
い
」「
全
部
を
プ

ロ
に
頼
ら
な
く
て
も
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
れ
ば
で
き
る
こ
と

も
あ
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
こ
う
し
た

意
見
が
自
然
に
生
ま
れ
た
こ
と
に

大
き
な
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
活
動
が
最
初
の
一
歩
を
踏

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
れ
た
の
で

あ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

空
き
家
は
様
々
な
事
情
で
空

き
家
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す

が
、
そ
の
ま
ま
で
は
傷
み
も
進
み

ま
す
。
ま
ず
は
誰
か
に
相
談
し
て

み
る
こ
と
も
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

空
き
家
に
関
す
る
お
困
り
ご
と
が

あ
れ
ば
、
役
場
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

地域おこし協力隊通信（№ 109）
「最近の取組みについて」　大山　広太郎

⬇

地域おこし協力隊とは、国の制度で都市から地
方へ生活の拠点を移し、地域で活動を行いなが
ら、任期終了後の定住・定着を図りつつ、地域
活性化に繋げる取り組みです。任期は最長 3 年
間です。

活動の様子や町の情報を

Instagram に掲載しておりま

すので、ぜひご覧ください！

スポーツ大会の結果　スポーツ大会の結果　

第
63
回
南
日
本
長
距
離
走
大
会

１
月
11
日
（
白
波
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▽
男
子
中
学
２
・
３
年
３
０
０
０
ｍ

　

３
位　

濵
脇　

遼
真
（
阿
曽
）

　

記
録　

９
分
23
秒
14

▽
女
子
中
学
１
年
２
０
０
０
ｍ

　

３
位　

赤
坂　

心
菜
（
西
之
山
）

　

記
録　

６
分
57
秒
68

　

５
位　

進
藤　

妃
弥
呼
（
畠
田
）

　

記
録　

７
分
03
秒
04

第
56
回
中
種
子
町
武
道
大
会

柔
道
競
技

１
月
11
日
（
種
子
島
中
央
武
道
館
）

■
団
体
戦

▽
小
学
生
の
部

　

優
勝　

双
葉
蒼
天
チ
ー
ム

　

２
位　

双
葉
福
元
チ
ー
ム

　

３
位　

双
葉
鳥
居
チ
ー
ム

　
　
　
　

双
葉
長
田
チ
ー
ム

▽
中
学
・
一
般
の
部

　

優
勝　

中
学
生

　

２
位　

役
場
・
保
護
者
チ
ー
ム

■
個
人
戦

▽
小
学
１
年
生
の
部

　

優
勝　

福
留　

斗
貴
（
旭
町
）

▽
小
学
２
年
生
の
部

　

優
勝　

蓮
子　

敦
都
（
栄
町
）

　

２
位　

野
角　

徹
翔
（
中
山
）

　

３
位　

遠
藤　

稜
大
（
古
房
）

　
　
　
　

峯
下　

結
翔
（
古
房
）
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　スポーツ大会の結果　　スポーツ大会の結果　

▽
小
学
３
年
生
の
部

　

優
勝　

日
髙　

煌
汰
（
伏
之
前
）

　

２
位　

福
留　

琉
偉
（
旭
町
）

　

３
位　

末
𠮷　

晃
史
朗
（
伏
之
前
）

▽
小
学
４
年
生
の
部

　

優
勝　

日
髙　

夏
花
（
伊
原
）

　

２
位　

上
山　

大
翔
（
上
方
）

　

３
位　

鎌
田　

尚
弥
（
伏
之
前
）

　
　
　
　

中
﨑　

叶
愛
（
池
之
平
）

▽
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　

優
勝　

長
田　

然
（
池
之
平
）

　

２
位　

日
髙　

蒼
天
（
伊
原
）

　

３
位　

鳥
居　

凜
太
朗
（
伏
之
前
）

　
　
　
　

福
元　

唯
花
（
伏
之
前
）

剣
道
競
技

　

１
月
11
日
（
種
子
島
中
央
体
育
館
）

■
団
体
戦

▽
小
学
生
の
部

　

優
勝　

岩
岡
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　

２
位　

南
界
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
高
校
・
一
般
の
部

　

優
勝　

商
工
会

　

２
位　

一
般　

■
個
人
戦

▽
１
年
生
の
部

　

優
勝　

古
市　

聖
真
（
南
界
ス
ポ
少
）

　

２
位　

八
汐　

茉
洋
（
野
間
ス
ポ
少
）

▽
２
年
生
の
部

　

優
勝　

横
山　

水
人
（
野
間
ス
ポ
少
）

　

２
位　

塩
浦　

澄
礼
（
野
間
ス
ポ
少
）

▽
３
年
生
の
部

　

優
勝　

池
田　

咲
舞
（
岩
岡
ス
ポ
少
）

　

２
位　

磯
俣　

謙
斗
（
納
官
ス
ポ
少
）

▽
４
年
生
の
部

　

優
勝　

山
下　

蓮
大
（
南
界
ス
ポ
少
）

　

２
位　

鳥
居　

幸
真
（
南
界
ス
ポ
少
）

▽
５
年
生
の
部

　

優
勝　

粟
屋　

駆
（
岩
岡
ス
ポ
少
）

　

２
位　

黒
木　

空
（
野
間
ス
ポ
少
）

▽
６
年
生
の
部

　

優
勝　

永
濵　

心
瑚
（
岩
岡
ス
ポ
少
）

　

２
位　

黒
木　

月
菜
（
南
界
ス
ポ
少
）

▽
中
学
生
男
子
の
部

　

優
勝　

川
下　

瑛
翔
（
阿
高
磯
）

　

２
位　

安
岡　

祥
佑
（
伏
之
前
）

弓
道
競
技

　

１
月
11
日
（
町
営
弓
道
場
）

■
団
体
戦

　

優
勝　

一
般
Ｂ

　
　
　
　
（
鎌
田
・
葛
・
黒
木
）

　

２
位　

高
校
一
般

　
　
　
　
（
三
原
・
岩
坪
・
岡
田
）

■
個
人
戦

▽
一
般
の
部

　

優
勝　

鎌
田　

流
石
（
畠
田
）

　

２
位　

黒
木　

聡
（
本
村
）

第
66
回
種
子
島
地
区
武
道
大
会

剣
道
競
技

２
月
１
日
（
種
子
島
中
央
武
道
館
）

■
団
体
戦

▽
中
学
生
の
部

　

優
勝　

中
種
子
中
学
校
Ａ

　

２
位　

中
種
子
中
学
校
Ｂ

▽
一
般
の
部

　

２
位　

中
種
子
町

■
個
人
戦

▽
中
学
生
男
子
の
部

　

優
勝　

山
下　

宙
心
（
伏
之
前
）

　

２
位　

梶
原　

歩
叶
（
平
鍋
）

▽
中
学
生
女
子
の
部

　

優
勝　

遠
藤　

こ
こ
ろ
（
原
之
里
）

　

２
位　

磯
俣　

結
衣
（
平
鍋
）

▽
高
校
女
子
の
部

　

優
勝　

粟
屋　

澪
（
屋
久
津
）

▽
一
般
女
子
の
部

　

優
勝　

遠
藤　

ひ
と
み
（
原
之
里
）

柔
道
競
技

２
月
１
日
（
南
種
子
町
武
道
館
）

■
団
体
戦

▽
小
学
校
ベ
ス
ト
の
部

　

２
位　

双
葉
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
小
学
校
低
学
年
の
部

　

２
位　

双
葉
松
下
チ
ー
ム

　

３
位　

双
葉
野
角
チ
ー
ム

▽
小
学
校
中
学
年
の
部

　

３
位　

双
葉
鎌
田
チ
ー
ム

　
　
　
　

双
葉
福
元
チ
ー
ム

▽
中
学
生
男
子
の
部

　

２
位　

中
種
子
中
学
校

▽
中
学
生
女
子
の
部

　

２
位　

中
種
子
中
学
校

▽
一
般
の
部

　

優
勝　

中
種
子
町

■
個
人
戦

▽
小
学
１
年
生
の
部

　

２
位　

福
留　

斗
貴
（
旭
町
）

▽
小
学
２
年
生
の
部

　

３
位　

松
下　

尚
矢
（
伏
之
前
）

▽
小
学
３
年
生
の
部

　

優
勝　

日
髙　

煌
汰
（
伏
之
前
）

　

３
位　

末
𠮷　

晃
史
朗
（
伏
之
前
）

▽
小
学
４
年
生
の
部

　

２
位　

水
堀　

颯
士
（
伏
之
前
）

　

３
位　

日
髙　

夏
花
（
伊
原
）

　
　
　
　

上
山　

大
翔
（
上
方
）

▽
小
学
５
年
生
の
部

　

２
位　

長
田　

然
（
池
之
平
）

▽
中
学
生
女
子
の
部

　

３
位　

中
﨑　

虹
心
（
池
之
平
）

▽
中
学
生
男
子
の
部

　

３
位　

中
川　

晃
希
（
向
町
）

空
手
道
競
技

２
月
１
日
（
種
子
島
中
央
武
道
館
）

▽
成
年
男
子
形

　

２
位　

川
原　

憲
一
（
松
原
）

▽
成
年
女
子
形

　

優
勝　

川
原　

奈
尾
（
松
原
）

▽
高
校
生
男
子
形

　

優
勝　

島
﨑　

雄
登
（
畠
田
）

▽
成
年
男
子
組
手

　

優
勝　

川
原　

憲
一
（
松
原
）

▽
高
校
生
男
子
組
手

　

優
勝　

島
﨑　

雄
登
（
畠
田
）

▽
小
学
生
低
学
年
男
子
形

　

２
位　

山
本　

陽
晟
（
竹
屋
野
）

▽
小
学
生
中
学
年
女
子
形

　

２
位　

秋
田　

姫
織
（
東
之
町
）

▽
小
学
生
中
学
年
男
子
形

　

３
位　

山
本　

怜
桜
（
竹
屋
野
）

▽
小
学
生
高
学
年
男
子
形

　

優
勝　

島
﨑　

彩
登
（
畠
田
）

▽
小
学
生
低
学
年
男
子
組
手

　

２
位　

山
本　

陽
晟
（
竹
屋
野
）

▽
小
学
生
中
学
年
女
子
組
手

　

２
位　

秋
田　

姫
織
（
東
之
町
）

▽
小
学
生
中
学
年
男
子
組
手

　

２
位　

山
本　

怜
桜
（
竹
屋
野
）

▽
小
学
生
高
学
年
男
子
組
手

　

優
勝　

島
﨑　

彩
登
（
畠
田
）

　

３
位　

松
原　

新
（
松
原
）
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こ
の
給
付
金
事
業
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品

の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
を
支
援
す

る
た
め
、
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
２
万
４
千
円

を
支
給
し
ま
す
。

　

本
給
付
金
は
国
か
ら
町
へ
交
付
さ
れ
る
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
た
生
活
者
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
重
点
地
方
支
援
交
付
金
」を
活
用
し
た
事
業
で
、

本
町
に
住
民
票
を
お
く
全
て
の
方
を
対
象
に
支
援

を
行
う
も
の
で
す
。

　

申
請
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
給
付
対
象
者

　

基
準
日
（
令
和
８
年
１
月
１
日
）
時
点
で
本
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
令
和

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た
も
の
を
含
む
）。

※
基
準
日
以
降
申
請
日
ま
で
に
死
亡
・
転
出
者
は

除
く
。

■
給
付
額

　

２
万
４
千
円 

× 

世
帯
人
数

■
申
請
受
付
期
間

１
月
26
日
（
月
）
～
３
月
31
日
（
火
）

■
申
請
・
支
給
方
法

　

基
準
日
時
点
に
お
い
て
、
支
給
対
象
と
な
る
方

に
つ
い
て
は
令
和
８
年
１
月
26
日
付
け
で
案
内
文

お
よ
び
「
中
種
子
町
物
価
高
騰
対
応
生
活
者
支
援

給
付
金
支
給
事
業
申
請
書
兼
請
求
書
」
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
記
入
、
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、

返
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

代
理
人
申
請
を
行
い
、
代
理
人
口
座
へ
の
入
金

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
郵
送
ま
た
は
窓
口
で
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
申
請
書
な
ど
を
確
認
後
、
指

定
さ
れ
た
口
座
へ
振
込
を
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他

　

支
給
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
お
よ
び
申
請

書
兼
請
求
書
の
提
出
か
ら
２
～
３
週
間
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
支
給
の
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
記
帳
な
ど
に
よ
り
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
振
込
の
際
は
「
ナ
カ
タ
ネ
チ
ョ
ウ
ブ
ッ
カ
コ
ウ

ト
」
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

　

案
内
文
お
よ
び
申
請
書
兼
請
求
書
が
届
い
て
い

な
い
場
合
や
、
紛
失
し
た
際
に
は
、
上
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

支
給
に
あ
た
り
不
明
な
点
が
あ
っ
た
場
合
、

町
か
ら
問
合
せ
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
金
銭

の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

中種子町物価高騰対応生活者支援給付金支給事業について
◎お問い合わせ先　企画課企画調整係☎㉗ 1111 内線 286・259

高齢者学級「どんぐり」学級生募集
◎お問い合わせ先　社会教育課公民館係☎㉗ 1111 内線 262・208

　中種子町高齢者学級「どんぐり」では令和８年

度の学級生を募集します。

活動をとおして、仲間と学ぶ喜びを感じません

か？

気になった方は、ぜひお問い合わせください。

■対象者
　中種子町に居住する 65 歳以上の方

■活動内容
　体操教室、調理実習、施設見学など

月１回程度

■年会費
　２，０００円

■申込期限
　令和８年３月 31 日（火）
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企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）
◎お問い合わせ先　企画課地域振興係☎㉗ 1111 内線 210

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創
生

応
援
税
制
）
は
、
国
が
認
定
し
た
地
方

公
共
団
体
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
対
し
て
企
業
様
が
寄
附
を
行
っ
た
場

合
、
法
人
関
係
税
か
ら
税
額
控
除
さ
れ

る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

　

中
種
子
町
で
は
、「
中
種
子
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
計
画
」
と
し

て
左
記
の
地
方
創
生
に
係
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
国
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

①
地
域
資
源
を
活
用
し
、
安
定
し
た
雇

　

用
を
創
出
す
る
事
業

②
中
種
子
町
へ
「
ひ
と
」
の
ビ
ッ
ク  

　

ウ
ェ
ー
ブ
を
つ
く
る
事
業

③
こ
ど
も
は
「
宝
」、
子
育
て
世
代
が
住

　

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

④
持
続
可
能
で
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

　

事
業

　

企
業
様
か
ら
の
ご
寄
附
に
よ
り
、
本

町
の
地
方
創
生
に
関
す
る
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
次
の
１
社
様
か
ら
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

株式会社稲盛機工店　様

（鹿児島市）

非公開

子どもは「宝」、子育て世

代が住みやすいまちづくり

事業

企 業 名

寄 付 額

対象事業

　

温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
附

に
つ
い
て
は
、
中
種
子
町
が
取
り
組
ん

で
い
る
地
方
創
生
事
業
の
財
源
と
し
て
、

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中種子町ＨＰ

（企業版ふるさと  

    納税ページ）

⬇左　株式会社稲盛機工店　代表取締役　稲盛一誠 様左　株式会社稲盛機工店　代表取締役　稲盛一誠 様

あなたの言葉を待っている人がいます
◎お問い合わせ先　地域福祉課福祉係☎㉗ 1111 内線 281

～
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
～

　

鹿
児
島
県
で
は
毎
年
約
３
０
０
人
の
方
々
の

尊
い
命
が
自
殺
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
「
追
い
込
ま
れ
た
末

の
死
」
で
あ
り
、
背
景
に
は
、
過
労
、
生
活
困
窮
、

育
児
や
介
護
の
疲
れ
、い
じ
め
や
孤
立
な
ど
様
々

な
社
会
的
要
因
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
で
、「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う

な
・
・
・
」
と
感
じ
る
人
が
い
た
ら
、
ち
ょ
っ

と
勇
気
を
出
し
て
心
配
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

～
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン

               

（
自
殺
予
防
の
十
箇
条
）
～

①
鬱
状
態
の
症
状
が
あ
る

②
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く

③
酒
量
が
増
す

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

⑤
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き
な
失
敗

　

を
す
る
、
職
を
失
う

⑥
職
場
や
家
庭
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
も
の
（
地
位
・

　

財
産
・
家
族
）
を
失
う

⑧
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

⑨
自
殺
を
口
に
す
る

⑩
自
殺
未
遂
に
及
ぶ
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■中種子町の火災発生状況

年 火災件数
火災種別

建物 車両 林野 その他 ハカマ焼き火災によるもの

令和６年 ８ ３ ０ ０ ５ １

令和７年 ６ １ ０ ０ ５ １

種子島内 29 ７ ２ ０ 19 ５（中種子町１　西之表市４　南種子町０）

■中種子町過去３ヵ年の「出火原因別火災件数」

年 火災件数
出火原因

火入れ たき火 タバコ コンロ 取り灰 不明 その他

令和５年 10 ２ ４ １ ０ ０ ２ １

令和６年 ８ ３ ４ ０ １ ０ ０ ０

令和７年 ６ ３ １ ０ ０ ０ ０ ２

　令和７年中、種子島内では 29 件の火災が発生し、中種子町では昨年より２件減少し、６件の火災が発

生しました。サトウキビのハカマ焼きによる火災は、１件発生しています。“キビのハカマ焼き”を行う

場合は、次の６点を守って行ってください。

 

 

※本町内から火事を出さないよう、町民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

■中種子町の「救急出動件数」

年 合計
事故種別

急病 一般負傷 交通事故 運動競技 その他 転院搬送

令和６年 464 334 67 30 １ １ 25

令和７年 434 298 80 23 ３ ４ 17

種子島内（７年） 1,571 984 249 80 ４ 54 148

■中種子町過去３ヵ年の「救急事故種別」

年 件数
事故種別

火災 水難 交通 労働災害 運動競技 一般負傷 急病 転院搬送 その他

令和５年 505 １ ０ 20 ７ ３ 88 361 16 ４

令和６年 464 ０ １ 30 ３ １ 67 334 25 １

令和７年 434 ０ ０ 23 ３ ３ 80 298 17 ４

　令和７年中の救急出場は、種子島内は 1,571 件、中種子町は 434 件で、昨年と比較して 30 件の減少と
なりました。内訳は、急病が 298 件で全体の約７割を占め、次いで一般負傷 80 件、交通事故 23 件、転
院搬送は 17 件です。
　また、鹿児島県ドクターヘリ（平成 23 年 12 月から運用開始）の令和７年中の中種子町の要請は０件
でした。（熊毛管内要請件数 95 件　内搬送人員 83 人）

◆緊急に必要な人にできるだけ早い応急処置が提供できるよう、救急車の適正利用をよろしくお願いします。
◆本年も、熊毛地区消防組合中種子分遣所、中種子町消防団および中種子町防災協力会の活動に対し、
　ご支援とご理解・ご協力よろしくお願いします。

　①強風や空気が乾燥している時は行わない。

　　②中種子分遣所に連絡をする。（☎㉗ 0119）

　　③２人以上で監視の目を増やして行う。

　　④噴霧器など、消火の準備をする。

　　⑤火入れ中はその場を離れない。終わったら火が消えたか確認する。

　⑥火事になった場合は身の安全を確保し、119 番通報！

令和７年（１月～ 12 月）中種子町「火災・救急」出動状況
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所☎㉗ 0119
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物価高対応子育て応援手当について
◎お問い合わせ先　地域福祉課子ども未来係☎㉗ 1111 内線 280

　

国
が
行
う
総
合
経
済
対
策
と
し
て
、
物
価
高

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
支

援
の
た
め
、
０
歳
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
に
１
人
当
た
り
２
万
円
を
支
給
す
る

「
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
」
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
種
子
町
の
申
請
受
付
・
支
給
状
況
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
・
支
給
状
況
に
つ
い
て

①
令
和
７
年
９
月
分
（
10
月
振
込
分
）
の
児
童

　

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

※
令
和
７
年
12
月
５
日
ま
で
に
子
ど
も
が
生
ま

れ
、
児
童
手
当
の
新
規
認
定
（
増
額
）
を
受
け

た
方
を
含
み
ま
す
。

①
に
該
当
す
る
方
へ
の
支
給
は
、
辞
退
が
あ
っ

た
方
を
除
き
、
申
請
不
要
で
振
込
が
さ
れ
る

「
プ
ッ
シ
ュ
型
支
給
」
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
12
月
12
日
付
け
で
お
知
ら
せ
の
文

書
を
送
付
し
、
令
和
７
年
12
月
25
日
に
、
児
童

手
当
で
指
定
し
て
い
る
受
取
口
座
へ
振
込
を
完

了
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
な
ど
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

②
令
和
７
年
９
月
分
（
10
月
振
込
分
）
の
児
童

　

手
当
の
受
給
者
で
公
務
員
の
方

　

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
申
請

書
に
、
所
属
庁
（
勤
務
先
）
か
ら
児
童
手
当
の

受
給
状
況
に
つ
い
て
証
明
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
申
請
先
は
令
和
７
年
９
月
30
日
時
点

で
住
所
が
あ
る
市
区
町
村
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
、
令
和
８
年
３
月
16
日
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
漏
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

③
令
和
７
年
９
月
30
日
以
降
令
和
８
年
３
月
31

　

日
ま
で
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
児
童
手
当
の

　

認
定
を
受
け
た
方

④
令
和
７
年
９
月
30
日
以
降
令
和
８
年
３
月
31

　

日
ま
で
に
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
児
童

　

手
当
の
認
定
を
受
け
た
方

　

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
児
童
手
当
の

認
定
を
受
け
た
市
区
町
村
へ
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
請
期
限
は
、
支
給
要
件
の
発
生
日
か
ら
３

か
月
以
内
と
し
、
随
時
、
受
付
を
行
い
ま
す
。

例
：
令
和
8
年
１
月
５
日
に
児
童
が
出
生
し
た

と
き
は
、
令
和
８
年
４
月
５
日
ま
で
に
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
注
意
点

・
上
記
に
記
載
し
た
申
請
期
限
は
中
種
子
町
が
定

め
る
も
の
で
す
。
市
区
町
村
に
よ
っ
て
、
申
請

期
限
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

申
請
先
の
市
区
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
の
受
付
か
ら
２
週
間
程
度
で
指
定
の
口

座
へ
振
込
を
行
い
ま
す
。
支
給
の
通
知
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
記
帳
な
ど
に
よ
り
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。
振
込
の
際
は
「
ブ
ッ
カ
ダ
カ
タ

イ
オ
ウ
コ
ソ
ダ
テ
オ
ウ
エ
ン
テ
ア
テ
」
と
表
記

さ
れ
ま
す
。

※
振
込
先
の
金
融
機
関
に
よ
っ
て
、
表
記
さ
れ

る
文
字
数
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
支
給
に
あ
た
り
不
明
な
点
が
あ
っ
た
場
合
、
町

か
ら
問
合
せ
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
金
銭
の

振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
の
様
式
や
、
そ
の
ほ
か
の
お
知
ら
せ
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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危
険
ド
ラ
ッ
グ
を

使
用
す
る
と
、 

お
う

吐
や
け
い
れ
ん
、
意

識
消
失
な
ど
が
起

き
、
死
に
至
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、 

精
神
へ
影
響
を
及
ぼ

し
、
自
分
の
意
思
で

や
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
可
能
生
が

あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
本
県
に
お

い
て
も
30
歳
未
満
で

の
大
麻
に
よ
る
検

挙
者
数
の
増
加
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は

大
変
危
険
な
薬
物
で

す
。「
あ
の
と
き
ど

う
し
て
・
・
・
」
と

後
悔
し
な
い
よ
う

に
”
使
わ
な
い
選
択
”

を
し
ま
し
ょ
う
。

３月11日～４月10日は「危険ドラッグ・シンナー等乱用防止強調月間」
◎お問い合わせ先　保健センター☎㉗ 1133

統計調査員の登録募集について
◎お問い合わせ先　企画課企画調整係☎㉗ 1111 内線 259

　

中
種
子
町
で
は
、
国
な
ど
が
実
施
す
る
各
種
統
計
調
査
に

従
事
す
る
統
計
調
査
員
の
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
統
計
調
査
員
と
は
】

　

統
計
調
査
に
お
い
て
、
調
査
対
象
と
な
る
世
帯
や
事
業
所

な
ど
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
へ
の
記
入
依
頼
や
回
収
、
回
収

し
た
調
査
票
の
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
統
計
調
査
員
に
な
る
た
め
に
】

①
役
場
（
２
階
：
企
画
課
）
に
て
統
計
調
査
員
の
登
録　

　

氏
名
、
連
絡
先
な
ど
を
記
入
。

※
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
役
場
か
ら
統
計
調
査
へ
の
従
事
依
頼

　

統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
る
際
に
役
場
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

【
統
計
調
査
員
へ
の
報
酬
】

　

調
査
終
了
後
、
国
の
算
定
基
準
に
基
づ
き
報
酬
額
を
計
算
、

支
給
し
ま
す
。

※
各
種
統
計
調
査
や
受
け
持
ち
件
数
な
ど
に
よ
っ
て
、
報
酬

額
も
異
な
り
ま
す
。

【
統
計
調
査
員
と
し
て
の
登
録
要
件
】

①
責
任
を
も
っ
て
統
計
調
査
を
遂
行
で
き
る
方
。

②
調
査
に
よ
り
知
り
え
た
秘
密
保
持
に
関
し
、
信
頼
で
き  

　

る
方
。

③
税
務
、
警
察
お
よ
び
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方
。

④
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団
員
と
の
密
接
関
係
者
で
は
な
い
方
。

⑤
原
則
と
し
て
登
録
時
の
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
方
。

　　

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消防用ホースを活用しませんか？
◎お問い合わせ先　中種子分遣所☎㉗ 0119

　

中
種
子
分
遣
所
で
は
、
耐

用
年
数
が
過
ぎ
て
、
破
れ
た

り
、
穴
が
開
い
て
火
災
現
場

で
は
使
用
で
き
な
く
な
っ
た

消
防
用
ホ
ー
ス
を
希
望
さ
れ

る
方
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お

早
め
に
中
種
子
分
遣
所
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

高齢者の介護、独りで悩まず相談を！！
　

介
護
を
し
て
い
る
と
、
心
と
身
体
の

疲
れ
か
ら
意
図
し
な
い
ま
ま
「
虐
待
」

と
さ
れ
る
行
為
に
繋
が
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
は
特
別
な
こ
と
で
は
な

く
、
介
護
は
長
期
間
に
渡
る
こ
と
が
多

く
そ
の
中
の
日
常
の
い
ろ
い
ろ
な
要
因

が
重
な
り
合
っ
て
起
こ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
の
解
決
の
た
め
に
は
、

虐
待
を
受
け
た
高
齢
者
の
保
護
だ
け
で

は
な
く
、
虐
待
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

人
や
家
族
の
負
担
を
軽
く
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
調
整
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
生
活
の
再
建
を

支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
高
齢
者
や

ご
家
族
が
い
た
ら
、
高
齢
者
支
援
係
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

令和８年度から「子ども・子育て支援金制度」が始まります
◎お問い合わせ先　町民課高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 289

 

「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
制
度
」
は
、

全
世
代
や
企
業
の
皆

さ
ま
か
ら
支
援
金
を

拠
出
い
た
だ
き
、
子

育
て
世
帯
に
対
す
る

給
付
の
拡
充
を
通
じ

て
、 

子
ど
も
や
子
育

て
世
帯
を
社
会
全
体

で
応
援
す
る
仕
組
み

で
す
。

　

支
援
金
は
、
児
童

手
当
の
拡
充
、
妊
婦

の
た
め
の
支
援
給
付

な
ど
に
充
て
ら
れ
、

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
お
い
て
も
令
和

８
年
４
月
か
ら
保
険

料
と
併
せ
て
賦
課
徴

収
さ
れ
る
予
定
で
す
。

人権ってなんだろう　第51回「３月の人権に関する月間・週間・記念日」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

国
際
女
性
の
日

　
　
　
（
３
月
８
日
）

　
「
国
際
女
性
の
日
」

は
、
国
際
婦
人
年
で

あ
る
１
９
７
５
年
３

月
８
日
に
国
連
で
提

唱
さ
れ
、
そ
の
後
、

１
９
７
７
年
の
国
連

総
会
で
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
で
は
、

３
月
８
日
に
、
男
女

共
同
参
画
担
当
大
臣

が
、
国
際
女
性
の
日

に
寄
せ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
出
し
て
い
ま

す
。

※
３
月
８
日
は
、「
ミ

モ
ザ
の
日
」
と
も
呼

ば
れ
、
黄
色
い
ミ
モ

ザ
の
花
が
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

自
殺
対
策
強
化
月
間

（
３
月
１
日
～
31
日
）

　

自
殺
対
策
基
本
法

で
は
、
例
年
、
月
別

自
殺
者
数
の
最
も
多

い
３
月
を
「
自
殺
対

策
強
化
月
間
」
と
定

め
、
地
方
公
共
団
体
、

関
係
団
体
な
ど
と
も

連
携
し
て
「
誰
も
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、
相

談
事
業
お
よ
び
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
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女
性
で
は
、
65
歳
以
上
を
除
く
、
ほ
と

ん
ど
の
年
代
で
鉄
は
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

特
に
妊
娠
中
の
女
性
は
特
に
不
足
し
て
い

ま
す
。
鉄
は
、
体
内
で
作
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
食
事
や
間
食
な
ど
で
意
識
的

に
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
忙
し
い
朝
や
小
腹
が
空
い
た

と
き
な
ど
に
ぴ
っ
た
り
な
貧
血
予
防
の
メ

ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

【
1
人
分
栄
養
価
】　

エ
ネ
ル
ギ
ー
：
96
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

た
ん
ぱ
く
質
：
６
ｇ

食
物
繊
維
：
1.1
ｇ　

食
塩
相
当
量
：
０
ｇ

鉄
：
２
ｇ　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
：
37
㎎　

葉
酸
：
96
μ
ｇ　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
：
０
μ
ｇ

〈
作
り
方
〉

　

ミ
キ
サ
ー
に
全
て
の
材
料
を
入
れ
て
、

な
め
ら
か
に
な
る
ま
で
撹
拌
し
、
グ
ラ
ス

に
注
ぐ
。
あ
れ
ば
い
ち
ご
を
飾
る
。

※
ミ
キ
サ
ー
が
な
い
場
合
は
、
冷
凍
い
ち

ご
を
耐
熱
容
器
に
入
れ
て
ラ
ッ
プ
は
せ

ず
、
電
子
レ
ン
ジ
（
６
０
０
Ｗ
）
で
30
秒

ほ
ど
加
熱
し
、
ス
プ
ー
ン
な
ど
で
潰
し
て

か
ら
、
は
ち
み
つ
、
豆
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

を
加
え
て
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。

食生活改善推進員コーナー 　3月 1日～ 8日は「女性の健康習慣」です　

●ソイベリースムージー（１人分）

冷凍イチゴ 60 ｇ

無調整豆乳 120 ㎖

プレーンヨーグルト 30 ｇ

はちみつ
小さじ 1
（3.5g）

保健センターだより
◎お問い合わせ先

保健センター健康増進係☎㉗ 1133 FAX ㉔ 2020

メール　naka-senter@town.nakatane.kagoshima.jp

３月１日～３月８日は「女性の健康週間」です
　

女
性
は
思
春
期
、
成
熟

期
、
更
年
期
、
老
年
期

と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
ご
と
に
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
状
態
は
変
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
結
婚
や
育
児

な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
よ
っ
て
も
男
性
と
は
異

な
っ
た
心
身
の
変
化
を
し

て
い
ま
す
。

　

経
済
の
発
展
、
女
性
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
と
も
に
、
月
経
痛
や
月

経
前
症
候
群
（PMS

）、
片

頭
痛
、
子
宮
内
膜
症
、
卵

巣
嚢
胞
な
ど
、
性
ホ
ル
モ

ン
の
動
き
に
よ
っ
て
誘
発

さ
れ
や
す
い
疾
患
や
症
状

が
増
え
、
妊
娠
・
出
産
・

産
褥
以
外
の
健
康
問
題
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
や
心
臓
血
管
系
疾
患

な
ど
男
女
共
通
の
健
康
問

題
以
外
の
骨
粗
し
ょ
う

症
・
骨
折
、
関
節
・
筋
肉

の
変
形
や
弱
化
、
認
知
症

な
ど
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
低

下
に
関
連
し
て
起
こ
り
や

す
い
問
題
も
多
く
、
各
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
困
っ
た
と
き

に
相
談
で
き
る
か
か
り
つ

け
医
や
相
談
場
所
を
持
っ

て
お
く
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
国
お
よ
び
関

係
機
関
・
関
係
団
体
が
協

力
し
て
作
成
し
た
女
性
の

健
康
を
支
援
す
る
た
め
の

情
報
提
供
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
女
性
の
健
康
推
進
室
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ラ
ボ
」
で
は
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
健

康
ガ
イ
ド
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

込
む
こ
と
で
、
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

「女性の健康推
進室ヘルスケア
ラ ボ 」 ホ ー ム
ページ⬇

豆
乳
に
含
ま
れ
て
い
る
非
ヘ

ム
鉄
の
吸
収
を
、
果
物
の
中

で
も
含
有
量
が
多
い
い
ち
ご

の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
助
け
ま

す
。
ベ
リ
ー
系
の
フ
ル
ー
ツ

は
葉
酸
も
補
え
、
酸
味
で
、

つ
わ
り
な
ど
で
食
欲
が
な
い

と
き
で
も
食
べ
や
す
い
で

す
。
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初
め
て
の
施
設
で
過
ご
す
夫
の
冬
凍
え
る
足
の
湯
た

ん
ぽ
は
自
宅　
　
　
　
　
　
　

旭
町　

白
木　

民
子

口
永
良
部
源
平
戦
の
津
城
跡
人
馬
の
霊
は
語
り
継
が

れ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

語
ら
い
の
笑
顔
も
涙
も
包
み
込
み
ぬ
く
も
り
覚
え
る

灯
明
の
揺
れ　
　
　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

国
会
の
女
性
総
理
の
発
言
が
中
国
に
波は
も
ん紋

不
安
が
広

が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

友
集
い
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
歓
喜
し
て
千
鳥
足
に
て
景

品
選
び
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

屋
久
島　

備　

洋
子

涙
雲
月
に
か
か
り
て
流
れ
行
き
孫
住
む
街
は
半
日
か

か
る
も　
　
　
　
　
　
　

大
阪　

長
谷
川　

さ
ち
子

指
が
指
す
方
向
は
見
ず
そ
の
人
の
爪
の
形
に
そ
っ
と

目
を
や
る　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島　

岩
坪　

早
春

歌
詠
み
の
奥
の
深
き
に
た
じ
ろ
ぎ
て
先
達
の
歌
胸
に

泌
み
い
る　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋　

喜
代
子

春
の
色
予
約
す
る
よ
う
植
え
て
お
り
「
パ
ン
ジ
ー
」

「
撫
子
」「
蔓
小
桜
」
を　
　

上
方　

古
市　

シ
ゲ
子

ふ
く
ふ
く
と
酔
芙
蓉
揺
る
朝
明
け
の
清
涼
剤
め
く
純

白
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

鎌
田　

と
く
子

ゼ
ロ
歳
児
の
直
立
不
動
の
お
ゆ
う
ぎ
は
そ
れ
だ
け
で

よ
い
笑
顔
の
大は

く

し

ゅ

拍
手　
　
　
　

上
方　

古
市　

克
人

夫
の
古
稀
こ
ん
な
幸
せ
あ
る
の
よ
ね
孫
歌
う
声
に
涙

を
浮
か
べ　
　
　
　
　
　
　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

進
化
す
る
知
恵
あ
る
カ
ラ
ス
カ
ア
と
鳴
き
無
茶
振
り

試
す
若
き
群
れ
鳥　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

初
空
や
山
際
す
で
に
日
を
待
て
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津
市　

郁
子

梅
が
香
に
重
た
き
荷
さ
へ
軽
く
な
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

茉
莉
花

初
雪
や
今
朝
美
雪
の
名
を
も
ら
う　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
礼　

光
子

匂
い
立
つ
君
の
み
胸
に
梅
一
輪　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

朝
ま
だ
き
母
と
連
れ
立
つ
梅
一
輪　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

一
穂

七
草
や
福
祭
文
あ
げ
門
木
祝
う　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
田　

語
郎

満
開
の
梅
花
幾
年
実
は
成
ら
ず　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
座　

香
澄

為し
の
こ残

し
や
為し
は
じ始

め
も
あ
り
去
年
今
年　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

篤
子

春
風
や
ガ
ー
デ
ン
ハ
ッ
ト
に
添
ふ
る
指　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

秀

蝋ろ
う
ば
い梅
や
色
香
ほ
ん
の
り
藪
の
中　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

雪
柳
伸
び
し
枝
先
壁
を
負
ふ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

横
町　

山
小
田　

雅
子

古
市
家
住
宅
の
収
蔵
文
書
等

　

江
戸
時
代
後
期
の
弘
化
三

年
（
１
８
４
６
年
）
に
建
て
ら

れ
た
国
指
定
重
要
文
化
財
古

市
家
住
宅
に
収
蔵
さ
れ
、
現

在
、
中
種
子
町
民
俗
資
料
館

で
保
管
さ
れ
て
い
る
明
治
、
大

正
、
昭
和
初
期
に
至
る
文
書
な

ど
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

古
市
家
住
宅
で
の
収
蔵
は
、

一
つ
は
、
中
蓋
の
あ
る
古
い
木

箱
で
、
そ
の
裏
に
は
、
弘
化
三

年
八
月
作
文
庫
箱
の
記
述
が

あ
り
、
島
津
日
新
公
の
い
ろ
は

歌
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
に
し
へ
の
道
を
き
ひ
て

も
と
な
へ
て
も
わ
が
お
こ
な

ひ
に
せ
す
は
甲
斐
な
し

　

書
か
れ
た
経
緯
は
不
明
で

す
が
、
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る

文
書
は
、
13
代
目
の
古
市
秀

一
氏
と
そ
の
家
族
の
坂
井
尋

常
小
学
校
、
そ
の
後
の
南
界
尋

常
小
学
校
に
お
け
る
作
文
、
習

字
、
絵
画
な
ど
で
、
日
清
、
日

露
戦
争
と
当
時
の
世
相
を
思

わ
せ
る
も
の
も
見
受
け
ら
る

ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
学
業
に
一
生

懸
命
励
ん
だ
記
録
が
よ
く
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
堅
牢
な
箱
の

中
に
は
、
代
々
郷
士
で
、
横

目
の
役
職
を
し
て
い
た
明
治

20
年
代
の
士
族
古
市
源
助
（
古

市
家
住
宅
を
創
建
し
た
同
名

の
古
市
源
助
と
は
異
な
る
人

物
）、
そ
の
後
継
者
に
関
す
る

も
の
で
、
明
治
14
年
熊
野
神
社

霧
島
神
宮
教
会
に
関
す
る
文

書
、
20
年
の
坂
井
小
学
校
（
後

の
南
界
小
学
校
）
新
築
費
お
よ

び
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
種
子

島
出
張
所
建
築
費
の
寄
付
金
、

27
年
熊
野
浦
埋
め
立
て
共
有

地
な
ど
土
地
関
係
や
水
稲
、
養

蚕
、
砂
糖
、
焼
酎
な
ど
当
時
の

産
業
に
か
か
る
も
の
の
ほ
か
、

大
隅
国
熊
毛
郡
の
統
計
や
第

１
回
国
勢
調
査
な
ど
の
文
書

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
な

ど
と
い
っ
し
ょ
に
明
治
25
年
12

月
20
日
発
行
の
東
京
朝
日
新
聞

の
記
事
が
入
っ
て
い
た
の
は
大

変
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
多
岐
に
わ

た
る
貴
重
な
文
書
な
ど
を
整

理
し
、
関
係
機
関
の
指
導
の
も

と
内
容
を
調
査
し
て
適
切
に

保
存
し
て
行
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

中
種
子
町
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　

 

鎌
田　

秀
一
郎

資
料
館
だ
よ
り
（
５
５
２
号
）
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宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

　ファンファンＪＡＸＡホームページＱＲ➡

自立支援協議会だより
種子島地区基幹相談支援センター
☎㉘ 3633　FAX ㉗ 0118
　基幹相談支援センターホームページＱＲ➡

お
家
で
で
き
る
大
切
な
こ
と　

　

子
育
て
に
悩
む
親
御
さ
ん
の
中

に
は
、
わ
が
子
に
療
育
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
？
何
ら
か
の
療
育

機
関
や
リ
ハ
ビ
リ
に
通
わ
せ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
そ
う

い
っ
た
心
配
を
し
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

し
か
し
、
療
育
機
関
に
通
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
子
育
て
の
心
配
が

解
決
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
療
育
機
関
に
通
わ
せ
る
か
ど

う
か
よ
り
も
大
切
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ど
う
し
て
子
ど
も
が

そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
深
く
知
ろ
う

と
す
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
行

動
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
子
ど

も
目
線
で
生
活
を
見
直
し
、
子
ど

も
の
つ
ま
ず
き
の
背
景
に
目
を
向

け
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　

相
談
を
受
け
る
立
場
と
し
て
親

御
さ
ん
に
特
に
意
識
し
て
も
ら
い

た
い
の
は
、「
睡
眠
」
と
「
食
事
」

そ
し
て
「
頑
張
り
過
ぎ
」
の
問
題

で
す
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
ゲ
ー
ム
な
ど

に
興
じ
る
こ
と
自
体
が
悪
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
就
寝
前
の

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
は
確
実

に
睡
眠
の
質
を
低
下
さ
せ
て
し
ま

う
た
め
要
注
意
で
す
。

　

ま
た
、
三
度
の
食
事
を
お
ろ
そ

か
に
し
て
甘
い
も
の
や
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
、
菓
子
パ
ン
な
ど
好
き
な
も

の
ば
か
り
を
摂
っ
て
い
る
と
食
事

の
質
は
明
ら
か
に
低
下
し
て
し
ま

い
、
そ
れ
が
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス

や
神
経
伝
達
機
能
に
影
響
し
、
気

持
ち
や
行
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
食

事
と
し
て
摂
っ
て
い
た
菓
子
パ
ン

を
お
に
ぎ
り
に
変
え
た
り
ジ
ュ
ー

ス
を
控
え
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が

本
人
の
落
ち
着
い
た
行
動
に
つ
な

が
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
「
頑
張
り
過
ぎ
」
や
「
頑
張
ら

せ
過
ぎ
」
に
も
注
意
が
必
要
で
、

失
敗
を
恐
れ
る
あ
ま
り
「
ち
ゃ
ん

と
し
な
け
れ
ば
！
」
と
常
に
不
安

と
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い
の
状
態
で

い
る
こ
と
は
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
、
ひ
い
て
は
心
身
の
不

調
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
安
心
し
て
失
敗
で
き
る
雰

囲
気
づ
く
り
や
、
子
ど
も
自
ら
が

進
ん
で
不
安
を
打
ち
明
け
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
お
家

で
の
関
係
づ
く
り
が
と
て
も
大
切

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
子
島
地
区
基
幹
相
談

　
　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

連
絡
先
☎
：
㉘
３
６
３
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

：
㉗
０
１
１
８　

相
談
支
援
員
言
語
聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
潮
彦

再
Ｃ
Ｆ
Ｔ
に
つ
い
て

　

昨
年
７
月
に
実
施
し
た
Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
６
号
機
（
30
形
態
試
験
機
）

１
段
実
機
型
タ
ン
ク
ス
テ
ー
ジ
燃
焼

試
験
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
）
の
結
果
を
踏
ま
え

た
追
加
検
証
の
た
め
、
２
０
２
５
年

度
内
に
再
Ｃ
Ｆ
Ｔ
を
行
い
ま
す
。
詳

細
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

油
井
宇
宙
飛
行
士
が

　
　
　
　
　

地
球
に
帰
還
し
ま
し
た

　

２
０
２
５
年
８
月
か
ら
Ⅰ
Ｓ
Ｓ
（
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
に
滞
在
し

て
い
た
油
井
亀
美
也
宇
宙
飛
行
士
は
、

日
本
時
間
の
２
０
２
６
年
１
月
15
日

17
時
41
分
、
地
球
に
無
事
帰
還
し
ま

し
た
。
搭
乗
員
の
安
全
を
最
優
先
し

て
計
画
を
前
倒
し
て
帰
還
し
ま
し
た

が
、
Ⅰ
Ｓ
Ｓ
で
の
滞
在
日
数
は
１
６

５
日
、
通
算
宇
宙
滞
在
日
数
は
３
０

８
日
で
、
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
の
中

で
は
５
番
目
に
長
い
日
数
と
な
り
ま

し
た
。
油
井
宇
宙
飛
行
士
は
「
明
る

い
未
来
を
信
じ
、
新
た
に
挑
む
！
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲
げ
、

Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
１
号
機
の
ド
ッ
キ
ン
グ

を
成
功
さ
せ
、
地
上
の
生
活
や
月
・

火
星
探
査
に
役
立
つ
実
験
や
技
術
実

証
を
行
い
ま
し
た
。
更
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ

か
ら
撮
影
し
た
地
球
の
写
真
を
発
信

し
、
地
球
観
測

や
防
災
分
野
と

の
連
携
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。

応
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

皆
既
月
食
が
見
ら
れ
ま
す

　

２
０
２
６
年
３
月
３
日
の
夜
に
皆

既
月
食
が
起
こ
り
ま
す
。
宇
宙
科
学

技
術
館
で
は
、
親
子
向
け
の
企
画
イ

ベ
ン
ト
『
皆
既
月
食
観
察
会
』
を
同

日
の
19
時
30
分
か
ら
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ
失

敗
に
関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

　

対
応
状
況
に
つ
い

て
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

（
記
事
の
内
容
は
２
月
４
日
現
在
）
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■公立種子島病院の診療情報　

受付時間　　午前：８時～ 11 時、午後：８時 30 分～ 16 時
診療時間 診療科 月 火 水 木 金

9
９時～ 12 時

内科
藤田 藤田 藤田 藤田 藤田
荒井 荒井 荒井 荒井 荒井
三宅

特別診療科

眼科（鹿児島大学医師派遣）：２日・３日、16 日・17 日

耳鼻咽喉科（鹿児島大学医師派遣）：毎週木曜日　５日・12 日・19 日・26 日

消化器内科（福岡徳洲会医師）：13 日・27 日の金曜日※内視鏡検査予定
整形外科（鹿児島大学医師派遣）毎週火曜日
午前：外来診療、午後：病棟診療
小児外科（鹿児島大学医師派遣）：６日（金）、13 日（金）
物忘れストレスケア外来（濵田医師）：18 日（水）
リウマチ科：５日（木）中島医師、19 日（木）市來医師

　

健
康
診
断
や
診
察
時
の
検
査
に

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
と

い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。

　

血
糖
と
か
蛋
白
質
な
ど
は
判
り

や
す
い
測
定
項
目
で
す
がH

b
A1c

と
言
わ
れ
て
も
何
だ
ろ
う
？
と
思

わ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。H

b
A1c

と
は
体
中
を

め
ぐ
る
血
液
の
赤
血
球
中
に
あ
る

酸
素
を
運
ぶ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
血

糖
に
よ
っ
て
糖
化
を
受
け
た
物
で

す
。
糖
化
と
は
体
中
の
蛋
白
質
な

ど
が
血
糖
に
さ
ら
さ
れ
て
糖
が
付

く
こ
と
で
す
。
糖
は
体
に
と
っ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
元
な
の
で
す
が
蛋
白

質
に
付
く
と
蛋
白
質
が
正
常
に
働

け
な
く
な
り
ま
す
。
健
康
な
人
は

血
糖
が
１
０
０
／dL

前
後
で
す
か

らH
b
A1c

も
4.6
～
6.2
％
と
な
り
ま

す
。H

b
A1c

は
量
（
ｇ
）
で
は
な

く
割
合
（
％
）
で
す
。（
な
ぜ
％
？:

文
末
に
理
由
の
1
つ
を
記
載
し
ま

す
）

　

血
糖
も
測
る
の
に
更
に
糖
化
し

た
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
ま
で
測
る
の
か

疑
問
に
思
い
ま
せ
ん
か
？
理
由
の

1
つ
は
血
糖
っ
て
短
時
間
で
変
化

し
や
す
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
血

糖
を
測
る
前
の
食
事
や
運
動
、
精

神
状
態
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を

受
け
て
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

ま
す
。
い
つ
も
は
沢
山
食
べ
て
い

る
の
に
検
査
の
前
は
控
え
て
み
た

り
、
体
調
を
崩
し
て
い
た
り
、
前

日
が
宴
会
だ
っ
た
り
し
て
検
査
日

の
血
糖
が
普
段
と
違
っ
て
い
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
検
診
だ
と

半
年
や
１
年
に
１
回
、
定
期
的
な

診
療
だ
と
１
～
３
か
月
に
１
回
で

し
ょ
う
か
？
そ
う
す
る
と
い
つ
も

と
違
う
血
糖
で
は
普
段
が
高
い
の

か
低
い
の
か
調
度
良
い
の
か
見
え

て
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
でH

b
A1c

で

す
。
赤
血
球
の
寿
命
は
大
体
1
２

０
日
前
後
で
す
。
日
々
少
し
ず
つ

新
し
い
血
球
が
造
ら
れ
入
れ
替

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
３
～

４
週
間
の
血
糖
値
を
反
映
す
る
と

さ
れ
ま
す
。

　

H
b
A1c

は
酸
素
を
運
ぶ
能
力
に

欠
け
ま
す
が
他
の
蛋
白
質
も
高
血

糖
で
は
糖
化
が
進
む
の
で
あ
ち
こ

ち
に
不
具
合
が
生
じ
ま
す
。
高
血

糖
が
続
く
こ
と
は
身
体
に
良
く
な

い
の
で
す
。
そ
の
た
め
の
指
標
と

し
てHbA1c

が
あ
り
ま
す
。

（
な
ぜ
％:

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
は
個

人
差
が
大
き
く
変
動
も
す
る
の
で

割
合
は
同
じ
で
も
量
に
す
る
と
数

値
は
変
動
し
判
断
が
困
難
と
な
り

ま
す
）

HbA1cって何者

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

14 時～ 17 時

内科
藤田 藤田 藤田 藤田 藤田
荒井 荒井 荒井 荒井 荒井
三宅

特別診療科 午前と同様

※小児外科の鹿児島大学派遣医師は６日（金）・13 日（金）
※火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず電話でのお問い合わせをお願いします。
※当番医：１日（日）
※休日は当番医の受診をお願いします。
【徳洲会グループの応援体制について】
◯徳洲会関西ブロック医師：入院病棟管理対応など。
◯長崎北徳洲会医師：小児科特殊疾患のみ対応。13 日（金）

午前の部

午後の部

公立病院だより 公立種子島病院☎㉖ 1230　臨床検査技師上加世田宜樹

　　　　　　　　　　　公立種子島病院ホームページＱＲ➡
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婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,006 人 ( -6) 出生 2人

男　性 3,410 人 (  0) 死亡 13 人

女　性 3,596 人 ( -6) 転入 19 人

世帯数 4,039 戸 ( -2) 転出 14 人

※（　）は前月との比較（１月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　１月中

火　事 ２件 うち建物 0件

救　急 30 件 うち急病 19 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 １件 (+1) １件 (+1)

死 者 数 0件 ( 0) 0 件 ( 0)

負傷者数 ３件 (+3) ３件 (+3)

※令和８年１月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

牧瀬　郁子　(伏之前 )　黒木　清美　(本　村 )

高磯　政子　(阿高磯 )　德永　信久　(田　島 )

日髙　フクミ(竹屋野)　神村　勝市　(塩　屋)

園田　德二　(伏之前 )　提　昭文　　(中　田 )

横手　德子　(池之向 )　前田　由紀子 (畠　田 )

戸 籍 の 窓
令和８年１月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん

男の子 名前 両親 集落

濵山　泰
た い と

杜 大樹・妃織 中田

女の子

高橋　珠
し ゅ り

里 柊一朗・美伽 上方

おくやみ申しあげます

名前 集落 年齢

髙礒　彰 阿高磯 82 歳

田中　タエ 浜津脇 99 歳

園田　三保子 伏之前 83 歳

神村　ケイ子 塩　屋 82 歳

德永　チヅ子 田　島 84 歳

日髙　誠 竹屋野 62 歳

提　ミツ子 中　田 87 歳

下村　道子 美　座 90 歳

横手　昇 池之向 91 歳

石堂　昭子 畠　田 93 歳

角倉　修三 本　村 83 歳

羽生　セツ つまべに苑 95 歳

　

イ
ベ
ン
ト
や
防
災
、
観

光
、
各
課
か
ら
の
お
知
ら

せ
な
ど
本
町
の
情
報
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら

確
認
で
き
ま
す
。

　

Ｐ
19
に
中
種
子
町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

友
だ
ち
登
録
を
行
い
、
本

町
か
ら
配
信
さ
れ
る
情
報

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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町ＨＰ

イベント
カレンダー

マイナンバー
カード開庁日

こども家庭
センター
りんく

バス・乗合
タクシー

ＳＮＳ

ＬＩＮＥ
中種子町

Instagram
中種子町地域
おこし協力隊

Facebook
中種子町
企画課

YouTube
種子島なかたね
チャンネル

お知らせ版（３月）
◆休日当番医
　①　種子島医療センター（☎ 0570-09-0960）　②　田上診療所（☎ 27-0325）
　③　公立種子島病院（☎ 26-1230）　④　中種子クリニック（☎ 27-3222）

●日曜給油当番
　①　GLOBAL THINK（株）中央給油センター（☎ 24-2255）
　②　種子島石油 (株 )中種子中央給油所（☎ 27-0205）

休 日
当番医

日 曜
給 油

マイナンバーカード申請・交付の時間外開庁日　毎週（火）　17:15 ～ 19:00 まで（31 日は除く）
りんくのひろば　平日（月～金）9:00 ～ 17:00（最終入室 16:30）　交流スペースで実施。立ち飲みカフェあります。
こどもの予防接種　※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご予約をお願いします。
こども家庭センター　妊婦体験や沐浴指導などは個別に対応しますので、ご希望の方はこども家庭センター
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ☎（27-1111 内線 254）までお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１１
◆休日当番医③
●給油当番①

２２
●種子島中央高●種子島中央高
等学校卒業式等学校卒業式

３３
●幼児学級・赤
ちゃん教室合同
( 福 セ 10:00 ～
11:30）

４
●中種子町議会
( ～ 19 日）

５
●にじいろクラス
( 家庭セ 13:30 ～
15:00)

６ ７

８８
◆休日当番医①
●給油当番②

９９
●中央保育所園
庭開放日
(10:30 ～ 12:00)
●よろず支援拠
点定期相談会
(中公第一会　
 9:00 ～ 16:00）

1010
●幼児学級・赤
ちゃん教室合同
( 福 セ 10:00 ～
11:30)

●高齢者学級　
どんぐり ( 中公
第一会 10:00 ～）

1111
●中種子中学校
卒業式
●にじいろメンテ
( 家庭セ 13:30 ～
16:00)

1212
●にじいろ健診
３ 歳 児（ 保 セ 
13:00 ～ 16:00）

1313

●母子手帳交付
（家庭セ 13:30 ～
15:00)

1414

1515
◆休日当番医④
●給油当番①

1616 1717 1818 1919 2020 春分の日
◆休日当番医①

2121

2222
◆休日当番医②
●給油当番②

23 2424
●小学校卒業式

2525
● 小・ 中 学 校   
修了式
●にじいろメンテ
( 家庭セ 13:30 ～
16:00)

2626 2727
●にじいろ健診
１ 歳 半 児、 乳
児（保セ 9:00 ～
12:00）

●母子手帳交付
（家庭セ 13:30 ～
15:00)

2828
●中央公民館図
書室おはなし会  
（中公和 10:30～）

●りんくのおお
ひろば
（中公大 9:00 ～
12:00)

2929
◆休日当番医①
●給油当番①

3030 3131
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島の四季彩　ルリハコベ（サクラソウ科）

【漢字表記】瑠璃繁縷 
【別名】アナガリス (学名の属名 )
【分布】本州（伊豆七島・紀伊）～
       九州・琉球、熱帯地域に広く分布 
【生育地】沿海部の、日当たりのよい、土壌の安定し       
         た浜や畑地
　和名は草姿がハコベに似、瑠璃色の花が咲くことに
よります。海岸近くに生える１年草で、高さは 20cm
以下で、葉は卵形で葉柄はなく対生。花期は春、葉腋

から長い花柄を出し、先に１花を開きます。花は深く
５裂し、花冠の基部付近が紅赤色をし、雄蕊が５個あ
り、それらの対比が美しく、目を引きます。『ハコベ』
の名が付いていますが、ハコベはナデシコ科で、『ル
リハコベ』はサクラソウ科で、類縁関係はありません。
ルリハコベは毒性があるとされ、食することはできま
せん。他地域では、帰化種で花が黄赤色のアカバナル
リハコベが知られており、ルリハコベも帰化の可能性
が否定できないとされています。ルリハコベはアカバ
ナルリハコベの亜種とされることがあります。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子屋久高速船株式会社

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
https://www.tykousoku.jp/
　　　　　　ＱＲコード検索➡

公式ｘ
　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。

西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　※金・土・月は 6時～ 17 時

■
電
話

0997-27-1111（
内
線

259）
■
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
0997-27-3634

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

https://town.nakatane.kagoshima.jp/

最 新 美 容 機 器 に よ る 

本 格 シ ミ ・ 肝 斑 ケ ア 
専 門 エ ス テ 本 気 で 変 え る な ら 1 0 ヶ 月 コ ー ス / 
初 回 体 験 継 続 コ ー ス 

9 , 8 0 0 円 1 0 0 , 0 0 0 円 
1 0 ヶ 月 / 1 0 回 

初 回 1 0 回 

そ の 他 人 気 メ ニ ュ ー 
ま つ 毛 エ ク ス テ 
ま つ 毛 パ ー マ 
ワ ッ ク ス 脱 毛 

ご 予 約 は こ ち ら か ら 

女 性 専 用 
ま つ 毛 エ ク ス テ サ ロ ン ム ム 
⑨   南 種 子 町 島 間 7 

種子島のめぐみが巡る

梶屋牛はひと口ごとに赤身と脂身の絶妙なバランスと

深い旨味で肉本来の美味しさを味わえます。

（株）Calfields（カーフィールズ）

梶屋牛は、( 株 )mulberry
が販売しています。
お申込みはこちらから➡

　
牛
た
ち
は
私
た
ち
を
信
じ
て
与
え
ら
れ
る
飼
料
や
牧

草
を
食
べ
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
牛
た
ち
の
力
を
信

じ
て
心
を
込
め
て
世
話
し
て
い
ま
す
。
清
潔
な
環
境
で

伸
び
や
か
に
育
つ
よ
う
日
々
接
し
て
い
ま
す
。

　
牛
た
ち
と
私
た
ち
の
信
頼
に
よ
っ
て
で
き
あ
が
る

梶
屋
牛
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。


